
私たちの学科のモットーは

“心理学は机の上だけでは

学べない” です。

その実践の一つとして、日々の出来事を

心理学的に分析する授業があります。

今年の１年生が半年かけて積み重ねた

アクティブラーニングの成果を発表します！

是非ご覧ください!!!

11月23日(月・祝)
11:00～17:00

サイコロジーpsychologyとは英語で心理学のこと。ダジャレのようですが、心は本当にサイコロに似ています。
どの目が出るか誰にもわからない不確実さと、上下の数字を足すと７になる規則性とをあわせ持つ。

そんなココロを科学する企画、それがココロサイコロ。

発表は随時！
無料です！

宮城学院女子大学
学芸学部 心理行動科学科

アクティブラーニング発表会

2階
アトリウム



生活の中で欠かせないSNSに関連する心理や行動を対象に検討を行な
いました。SNSには様々な情報が流れていますが、どのような内容に
「イイネ！」を押したくなってしまうのか、購買行動とSNS上の情報
にどのような関係があるのか。また、SNSが普及する前と今の比較や
SNSによって疲れてしまう心理にも焦点を当てました。

SNS時代における私たちの生き方

私たちの日常生活には、普段あまり意識されないさまざまなリスクや
不便さが存在します。本研究では、歩きスマホやイヤホンの使用によ
るリスク、障害のある人や高齢者、妊婦などが直面する生活上の困難
を取り上げます。実験や観察調査を通じて、人間の行動と環境との関
係を心理学的に検討し誰もが安全で快適に生活できる社会を考えます。

日常におけるリスクを考える

2011年度から始まった「義援金を寄付する心理」シリーズも、今回
で10回目を数えることとなりました。今回は①熊本地震の被災地支援、
②ベネズエラ地震の被災地支援、③児童労働問題等の解決支援のため
の募金活動を、それぞれ簡便な実験や調査を交えて行いました。頻発
する自然災害等への支援に繋がる知見をご報告します。

義援金を寄付する心理 update

■お問い合わせ
宮城学院女子大学 心理行動科学科
メール：pb-info@mgu.ac.jp
電 話：022-277-6491

ジェンダー平等への関心が高まる中、「男らしさ」「女らしさ」は
どのように捉えられているのでしょうか。若者のジェンダー意識につ
いて、①性別による評価の違いとその受け止め方、②職業に対する
ジェンダーイメージ、③異性を意識した際の自己表現の変化、④レ
ディーファーストに対する認識の4つの観点から検討します。

若者のジェンダー意識に迫る
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